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次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
人　

事　

課
）　

　

一

 
訓

令

甲

〇
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
人　

事　

課
）　

　

一

 
規

則

　

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
一
号

　
　
　

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条　

事
務
委
任
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
一
項
第
三
十
号
中
ヌ
を
ワ
と
し
、
リ
を
ヲ
と
し
、
同
号
チ
中
「
温
泉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城

県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）」
を
「
条
例
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ル
と
し
、

ト
を
リ
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ　

温
泉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い

う
。）
第
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
を
受
け
た
者
の
変
更
届
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
三
十
号
中
ヘ
を
チ
と
し
、
イ
か
ら
ホ
ま
で
を
ハ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
同
号
に
イ
及
び
ロ
と
し
て

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ　

第
十
四
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認

ロ　

第
十
四
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
の

届
出
の
受
理

第
二
条　

事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
一
項
第
三
十
号
中
ワ
を
ツ
と
し
、
ヲ
を
ソ
と
し
、
ル
を
レ
と
し
、
同
号
ヌ
中
「
温
泉
法
施
行
条
例
（
平

成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）」
を
「
条
例
」
に
改
め
、
同
号

中
ヌ
を
タ
と
し
、
リ
を
カ
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヨ　

温
泉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い

う
。）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
の
変
更
届
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
三
十
号
中
チ
を
ワ
と
し
、
ハ
か
ら
ト
ま
で
を
チ
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
ロ
を
ホ
と
し
、
ホ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ　

第
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可

ト　

第
十
四
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
事
業
の
廃
止
の
届
出
の
受
理

　

第
六
条
第
一
項
第
三
十
号
中
イ
を
ニ
と
し
、
同
号
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ　

第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
許
可

ロ　

第
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分
割

の
承
認

ハ　

第
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
温
泉
の
採
取
の
事
業
の
継
続
の
承
認

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
中
第
一
条
の
規
定
は
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
八
号

　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
三
十
一
日

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

第
一
条　

事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
長
寿
社
会
政
策
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
二
号
中
ト
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ト　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
事
業
者
の
指
定
及
び
そ
の
取
消
し
（
政
令
第
三
条
の
二
）

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
長
寿
社
会
政
策
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
二
号
中
チ
か
ら
タ
ま
で
を
削
る
。

　

別
表
第
一
長
寿
社
会
政
策
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
二
号
中
ハ
か
ら
ホ
ま
で
を
削
り
、
ヘ
を
ハ
と
し
、
ト
を
ニ
と

し
、
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
指
定
講
習
事
業
者
に
対
す
る
必
要
な
指
示
（
政
令
第
三
条
の
二
）
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別
表
第
一
長
寿
社
会
政
策
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
二
号
中
チ
か
ら
ヌ
ま
で
を
削
る
。

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
介
護
保
険
室
に
係
る
専
決
事
項
の
項
中
ノ
を
テ
と
し
、
ウ
を
削
り
、
同
項
ヰ
中
「
政

令
」
を
「
介
護
保
険
法
施
行
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
中
ヰ
を
ウ
と
し
、

ウ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヰ　

指
定
調
査
機
関
に
対
す
る
調
査
事
務
の
方
法
に
係
る
改
善
命
令
（
政
令
第
三
十
七
条
の
五
）

ノ　

指
定
調
査
機
関
の
調
査
事
務
規
程
の
認
可
及
び
変
更
の
認
可
並
び
に
変
更
命
令（
政
令
第
三
十
七
条
の
六
）

オ　

調
査
員
養
成
研
修
を
行
う
者
の
指
定
（
政
令
第
三
十
七
条
の
七
）

ク　

調
査
員
の
調
査
員
名
簿
か
ら
の
消
除
（
政
令
第
三
十
七
条
の
七
）

ヤ　

調
査
員
養
成
研
修
事
業
の
廃
止
の
承
認
（
政
令
第
三
十
七
条
の
七
）

マ　

調
査
員
養
成
研
修
を
行
う
者
の
指
定
の
取
消
し
（
政
令
第
三
十
七
条
の
七
）

ケ　

指
定
調
査
機
関
に
対
す
る
調
査
事
務
の
運
営
に
係
る
改
善
命
令
（
政
令
第
三
十
七
条
の
八
）

フ　

指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
情
報
公
表
事
務
の
方
法
に
係
る
改
善
命
令（
政
令
第
三
十
七
条
の
五
、

政
令
第
三
十
七
条
の
十
一
）

コ　

指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
の
情
報
公
表
事
務
規
程
の
認
可
及
び
変
更
の
認
可
並
び
に
変
更
命
令
（
政
令
第

三
十
七
条
の
六
、
政
令
第
三
十
七
条
の
十
一
）

エ　

指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
情
報
公
表
事
務
の
運
営
に
係
る
改
善
命
令（
政
令
第
三
十
七
条
の
八
、

政
令
第
三
十
七
条
の
十
一
）

　

別
表
第
一
介
護
保
険
室
長
の
専
決
事
項
の
項
中
ラ
を
オ
と
し
、
ナ
を
ム
と
し
、
ム
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ウ　

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
報
告
に
関
す
る
計
画
の
策
定
（
政
令
第
三
十
七
条
の
二
）

ヰ　

調
査
員
養
成
研
修
を
行
う
者
の
指
定
に
係
る
事
項
の
変
更
の
承
認
（
政
令
第
三
十
七
条
の
七
）

ノ　

調
査
員
養
成
研
修
を
行
う
者
に
対
す
る
必
要
な
指
示
（
政
令
第
三
十
七
条
の
七
）

　

別
表
第
一
介
護
保
険
室
長
の
専
決
事
項
の
項
中
ネ
を
ラ
と
し
、
同
項
ツ
中
「
政
令
」
を
「
介
護
保
険
法
施
行
令

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
項
中
ツ
を
ナ
と
し
、
ソ
を
削
り
、
レ
を
ネ
と
し
、
タ

を
ツ
と
し
、
ヨ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

タ　

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
に
係
る
報
告
の
徴
収
、
調
査
及
び
公
表
並
び
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
命

令
（
第
百
十
五
条
の
二
十
九
）

レ　

指
定
調
査
機
関
に
対
す
る
報
告
の
徴
収
、
質
問
及
び
立
入
検
査
（
第
百
十
五
条
の
三
十
四
）

ソ　

指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
報
告
の
徴
収
、
質
問
及
び
立
入
検
査
（
第
百
十
五
条
の
三
十
四
、
第

百
十
五
条
の
三
十
六
）

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
薬
務
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
六
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
ホ
を
ヘ
と
し
、
ニ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ　

可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
の
取
消
し
（
第
十
四
条
の
五
）

　

別
表
第
一
薬
務
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
七
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
ホ
か
ら
チ
ま
で
を
ヘ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ニ
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ　

可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
（
第
十
四
条
の
五
）

　

別
表
第
六
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の

専
決
事
項
の
項
第
二
十
六
号
中
リ
を
ヲ
と
し
、
チ
を
ル
と
し
、
同
号
ト
中
「
温
泉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城

県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）」
を
「
条
例
」
に
改
め
、
同
号
中
ト
を
ヌ
と
し
、

ヘ
を
チ
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

リ　

可
燃
性
天
然
ガ
ス
濃
度
確
認
を
受
け
た
者
の
変
更
届
の
受
理
（
温
泉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県

条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
の
三
）

　

別
表
第
六
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の

専
決
事
項
の
項
第
二
十
六
号
中
ホ
を
ト
と
し
、
イ
か
ら
ニ
ま
で
を
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
と
し
、
同
号
に
イ
及
び
ロ
と
し
て

次
の
よ
う
加
え
る
。

イ　

可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
（
第
十
四
条
の
五
）

ロ　

可
燃
性
天
然
ガ
ス
の
濃
度
の
確
認
を
受
け
た
者
の
地
位
の
承
継
の
届
出
の
受
理
（
第
十
四
条
の
六
）

第
二
条　

事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
薬
務
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
六
号
中
ト
を
ヲ
と
し
、
ヘ
を
ル
と
し
、
ホ
を
ト
と

し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

チ　

温
泉
の
採
取
の
事
業
の
廃
止
後
等
に
お
け
る
措
置
命
令
（
第
十
四
条
の
八
）

リ　

温
泉
の
採
取
の
許
可
の
取
消
し
及
び
措
置
命
令
（
第
十
四
条
の
九
）

ヌ　

緊
急
措
置
命
令
又
は
温
泉
の
採
取
の
停
止
命
令
（
第
十
四
条
の
十
）

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
薬
務
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
六
号
中
ニ
を
ヘ
と
し
、
ハ
を
ホ
と
し
、
同
号
ロ
中

「
原
状
回
復
命
令
」
を
「
土
地
の
掘
削
又
は
増
掘
若
し
く
は
動
力
の
装
置
の
許
可
を
受
け
た
者
に
対
す
る
原
状
回
復

命
令
」
に
改
め
、「
第
十
条
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
」
を
加
え
、
同
号
中
ロ
を
ニ
と
し
、
イ
を
ロ
と
し
、
ロ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ　

緊
急
措
置
命
令
又
は
土
地
の
掘
削
の
停
止
命
令
（
第
九
条
の
二
）

　

別
表
第
一
保
健
福
祉
部
長
の
薬
務
課
に
係
る
専
決
事
項
の
項
第
六
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ　

土
地
の
掘
削
の
工
事
の
完
了
後
等
に
お
け
る
措
置
命
令
（
第
八
条
）

　

別
表
第
一
薬
務
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
七
号
中
ヌ
を
ヨ
と
し
、
ヘ
か
ら
リ
ま
で
を
ル
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
ホ
を

リ
と
し
、
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ　

温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可
（
第
十
四
条
の
七
）
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別
表
第
一
薬
務
課
長
の
専
決
事
項
の
項
第
七
号
中
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ　

掘
削
又
は
増
掘
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可
（
第
七
条
の
二
、
第
十
一
条
）

ヘ　

温
泉
の
採
取
の
許
可
（
第
十
四
条
の
二
）

ト　

温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認
（
第
十
四
条
の
三
）

チ　

温
泉
の
採
取
の
事
業
の
継
続
の
承
認
（
第
十
四
条
の
四
）

　

別
表
第
六
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の

専
決
事
項
の
項
第
二
十
六
号
中
ヲ
を
ソ
と
し
、
ル
を
レ
と
し
、
ヌ
を
タ
と
し
、
同
号
リ
中
「
温
泉
法
施
行
条
例
（
平

成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）」
を
「
条
例
」
に
改
め
、
同
号

中
リ
を
ヨ
と
し
、
チ
を
ワ
と
し
、
ワ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

カ　

温
泉
採
取
許
可
を
受
け
た
者
の
変
更
届
の
受
理
（
温
泉
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
五
十

六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
）

　

別
表
第
六
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の

専
決
事
項
の
項
第
二
十
六
号
中
ト
を
ヲ
と
し
、
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
を
チ
か
ら
ル
ま
で
と
し
、
ロ
を
ホ
と
し
、
ホ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ　

温
泉
の
採
取
の
た
め
の
施
設
等
の
変
更
の
許
可
（
第
十
四
条
の
七
）

ト　

温
泉
の
採
取
の
事
業
の
廃
止
の
届
出
の
受
理
（
第
十
四
条
の
八
）

　

別
表
第
六
仙
南
保
健
所
、
塩
釜
保
健
所
、
大
崎
保
健
所
、
石
巻
保
健
所
及
び
気
仙
沼
保
健
所
の
環
境
衛
生
部
長
の

専
決
事
項
の
項
第
二
十
六
号
中
イ
を
ニ
と
し
、
同
号
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ　

温
泉
の
採
取
の
許
可
（
第
十
四
条
の
二
）

ロ　

温
泉
の
採
取
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
法
人
の
合
併
又
は
分
割
の
承
認
（
第
十
四
条
の
三
）

ハ　

温
泉
の
採
取
の
事
業
の
継
続
の
承
認
（
第
十
四
条
の
四
）

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
中
第
一
条
の
規
定
は
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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